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ー
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に
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適
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を
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き
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１
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と

15
日（

お
知

ら
せ

版
）発

行
で

す
。

紙
面

で
は

、
施

設
名

や
団

体
名

な
ど

に
つ

い
て

一
部

省
略

し
、

正
式

名
称

と
は

異
な

る
表

記
を

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

■本年度もたきざわ自分ごと化会議が
始まっています。無作為抽出で案内を
送付した市民の皆さんの中で希望者を
メンバーに迎え、本年度のテーマ「高
齢者の移動手段について」議論してい
ます。一人一人の声も集まると未来を
変える一歩につながると思っています。
偶然集まったメンバーでどんな化学反
応が生まれるか、楽しみです。（角掛）自分ごと化会議、本年度も始動しました。

●12月号
●裏表紙
●位置：紙面
左端の閉じ穴
（上側）の中に
ちゃぐぽん

地産地消の心育む

ふれあい給食会を開催

ぷ ら す＋

ちゃぐぽんを探せ！
～前月号の答え合わせ～

　

滝
沢
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
使

っ
た
給
食
を
味
わ
う
「
ふ
れ
あ

い
給
食
会
」
が
11
月
19
日
、
柳

沢
小
学
校
の
全
校
児
童
15
人
を

対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
産
地
消
の
推
進

と
し
て
、
市
学
校
給
食
食
材
生

産
供
給
組
合
か
ら
納
入
さ
れ
た

地
元
産
農
産
物
を
給
食
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
そ
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
毎

年
、
学
校
を
変
え
な
が
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
野

菜
な
ど
を
納
品
し
て
い
る
同
組
合

の
生
産
者
が
来
校
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
生
産
者
と
共

に
机
を
囲
み
、
普
段
食
べ
て
い

る
給
食
の
食
材
が
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
か
を
聞
き
な
が

ら
、
滝
沢
産
の
食
材
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
は
、
日
ご
ろ
の

感
謝
を
込
め
た
手
紙
が
生
産
者

に
手
渡
さ
れ
、
児
童
は
地
産
地

消
や
地
元
食
材
へ
の
愛
着
を
深

め
た
様
子
で
し
た
。

滝沢産銀河のしずく滝沢産銀河のしずく
の麦ごはんの麦ごはん

スイカ大福スイカ大福

滝沢産じゃがいも・かぼちゃ滝沢産じゃがいも・かぼちゃ
入りスープカレー入りスープカレー

滝沢産おからハンバーグ滝沢産おからハンバーグ

滝沢産キャベツ入り滝沢産キャベツ入り
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